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 アユ養殖の手引(その3、〕.

大口養魚揚小山鉄雄

 イ。調鍋施設

 餌料倉庫・・一飯の種類によって,安価な時に纏めて買入し

 て置くため,季節的に入手の時期が限られているものをあ

 る期間保蔵するため,及び毎日の使用分を次の購入まで保

 管するため等にその目的が分けられる。湿気を防ぐこ一と,

 ネズミや虫害をさけること,宮入出庫が便粥なこと一,特に毎

 日の調餌との関係で便利な場所を選ぶ卒び条・件・が必要で,

 その他機材,籍具類の倉j筆の役も考える必要がある。

 一冷凍又は冷蔵庫・・一生餌の紅蔵には必要であ.るが・小堺模
 経営一では冷蔵業者に保管依蝋をしたり,その他条件を考慮

 して研一突しなけれぱならたい。

 煮熟用釜…毎日歯を煮るのに必要で,極小癌模の場合家

 庭用釜で間に合うが,ユ斗釜,2斗釜が用意で喜ると便利

 である。

 普通肉挽機(チヨシパー)の32番ヵ)42番が

 適当である。前者で1～2伊壬後老は2片)3"Iのモ'τター

 が必要で,手動式では庭池での観賞用程度以外仕事になら

 ない。.

 ウ、養魚用器具

 計量暑琴'I一飯の雫含に使用するマスとハカリニ
 餌料運搬異…犬型バケツ程度でも間に合う。
 取援用曳網…池の大きさや深さ,魚の欠きき寺で網の広

 さや目合をきめる。縄の構造で能率に大変蓬が出るので

 二巾は池加の少く.も一5.割増し一,綱ズは水I深の3.倍以上に.作る口
 無体選別ふるい…木枠の底に金網を張り・又はビニrル
 パイプを等間隔に並べ魚の大小をふい分けて成率を促進さ
 せる。欠ききは両手で持つのに都合のよい大きさに考える。
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 干㍗場合盤・年目'6分目一'7分戸ぐらい用意㍗と肌
 蓄養汚豊・∴杢枠の利ど網袋をつけたもの又は木箱に賢或一
 いは,金網を張り,通水を良くし二で水通のよ.い池中に浮べ,

 その中に取りあげた魚を蓄養する。

 茸鮎・盈位で・.主としI・選別移動及び品枯時に便肘糺
 ホ、出荷用具

 秤量器・1・普通重嘉報引であるカ)ら,秤量畠とさお枠りを

 履意す・る・。

 活締用木揮…出荷の荷造前に寒剤(・水7対食塩3)を入

 :i'1た水で冷却する容暑糺

 結魚輸送用水一槽…トラック等で活魚を運搬するため使用

 する、もので“アユO場合種苗購入時位であまり必要ではな・

 カ)ろう。.

 一価、飼育方法

 1・種苗

 ア事業言卜藺と種苗

 アユの.養値は他のコイ.・ニジマ.ス等と異午り・岬仕上まで
 わずか数ケ月'であるため,種苗購入の時期ξ大きさが事業を大

 きく'左右する。

 ・峠は畔も千く平然産に依戸{'るので†∵て豊
 ・区があ参りで・充分考慮してお/岬劣1あポ
 イ.種苗購入数量
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 1飼育池の生産能力と販売子癌数量・.資金計画等を基にして決
 定し,技術的な面と運営方'針とで夫々異なるが,大.体次の考え

 方で計画する。

 まず無闇生産能力を坪当り(巳.3'並)4貫(15鞠)とし,

 養成池の面積に応じて総生産貫を出し,販売予定の一平均体重で

 ・総生産費数を割ると仕上り尾数が出る。

 伺いえぱユー・6坪(・・6孟)で坪当り・貫を生率し,出荷
 魚の平均体重を20匁(7・5牙)とすれば

 4貢Xユ00千十20匁=肌OO'O.尾

 即.ち20匁のアユ2万尾で400貫を1-00坪の池.から取りあ

 げることになる。

 種苗から仕上げまでの歩留は,種菌の良否や.管理技一価にもIよ一

 るが・ψら老は大体次の基準で前記計算た基いて種苗購入量を

 計算する二

 種一帯.鯛魚までg歩留奉
 海産権あゆ30～50%

 二練r,6。一、。、
 娃って所裏種苗数は仕上り尾数を2万尾とし,河川産種苗か

 ら食用までの歩留を70%とすると

 2万尾÷70%=28,600尾

 であるか戸約・万尾の稚魚幸購入すれば・大体良し・と'い1こ干
 で目やすを定める一。
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 麓苗は河川産で3～5月■尾ユ匁.程度,港弓産は2月以降ユ屋
 α5匁程痩,価格は貴当り身400痘膜である。

 ウ種苗鱗大上の注意

 健康な種歯であること,数量如不足したいIこと,輸送中難死

 させないこと,購入時期と.穣笛の大きさの4項を考えて購入す

 る必要がある。

 種苗艮否の見分け万は娃験によ.る以外にな.いが,大体次のこ

 と化一留意すれば良一し㌦蓄養が3～4日付寿コれて.いるこ一と・・魚体
 に傷等がなく活発なもの・大小不揃が少ないもの二支び雑魚が
 混入していな一いこと等である。

 また計量については活魚で行うため相.当量の水が混入する憂

 がある.ので,購入一に当っては立合ってはっきりする心裏がある。

 工種歯の輸送

 輸送は経験の浅い場合・.途中鑑死させる場合が多いカ・ら・供
 給業著あるいは経験老に輸送してもらうことが安全である。

 技術・と'設備により一事の積載一聯送量が増加レ,輸送中の蛯死

 1孝減少するので輸送費は割安に率る回
 普通小型貨物自動車で酸素を搭載して20～30道の魚を運。二

 冊する。(次印へ1)・

 ..一丁ユー



 奄・莫大島1こおけろマベ裏1栄養殖事業の展望

瀬戸口勇

 明治2-7年,御木本幸吉によって始められた真嫁養殖は,第

 2次世界大戦後,技術の改良進歩,資本の充実,経営規摸の.拡

 大,真珠需要の増大が相応して飛躍的一発展をとげ,繭和37年.

 には,全国38沿海府県中2重県下において3,82Q内外の経

 営体が従事し,生産される真珠の約95%が輸出さ一れて2,30C

 万ドル以上.の外貨を獲得するまでになったが,こ十の真珠養殖事

 業のうち鹿児島下のマベ・クロチヨウ真珠繋殖はユニークな存
 在として注目されている。

 クロIチョウ真珠養殖は,昭和24年三重県の業考によ.って創
 設された歴史の浅い事業であるのに反し,マベ真珠養殖善業は

 古く明治時代から行ρれ・生産される真珠q良質であることに

 加元で,才)Iが思唯一の'生産地として今後の発裏が期待されてい

 るが,本日はこのマヘ真珠養殖事莱の沿革と現況,.ないしは間
 一痛点等について,紹介する意味で記述してみたい。

 真珠を年産する官的で養殖され奉貝類には・三重・長崎その
 他最近西日本多坤で広く行.われ始めたアコヤぎイの外に.マベ・
 クロチョウガイ,シロチョウガイ,淡水産のイケチョウガイ等

 があるが・マベはこれらの一員のうちで最も大きく,殻長20～

 30腕にも達し,.之帽子形の独得な形態をした熱帯性の貝で,

 奄美大島を.北限として,南支那海',南洋諸島に広く会布してい

 'る。奄美人晶では・第.1図に示したとおり・大島海峡だけしか

 生育せず,しかも岬の先端付.近で潮流の速い,水深ユO～20

 肌の比較的深いところに多く,生育条僻の範囎がせまい特殊な

 貝である。
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 第一図マべ採取I漁場と養殖漁場

 坤㍗峠嫁1享・天率癌貝剛魯対艦!挿核辛術一の技ポ資
 傘回転の関係で軍も・帰始的な半径・。なしミ'レは・考。一の.・し.、ろゆる殻

 、,伺郊の、雫1岬遺影治時・代ψ呼さ1π叱・しかIし・他
 ㍗嘩亭珠隼牽㍗牽・。る・シロチョ・ウ・ガク9・円1チョウガイの真
 .嫌に・比較㌧、て・.募堆・岬揮琴素である・形妹.・・色。沢,被膚1状態・
 .,李一事.さが.すぐれ・千1・ケ羊りの・価碑・・は平均・・Ogl・・円・特年上質
 ・工1…与辛岬円に岬価.さ.れる場合も彰㍍.・.
 ヨ華準岬.は・マ・べの・隼・碍・する大島・碑峡イr一近に限られ・㍗末

 二エミ寺か.弓。91.続い下行㍗1れ・てしソ油弁小跨=9ほか・橡小よポ三浦・瀬
 棚にあって・マベ目体の一生海・生撞1がよく把鐸さブしてL)ないた''
 I[一'三;Tく、三さ=し・て台が.一災讐を防止する

 いうことに力.■;三がおかギ、,窪二.一.ピミ勺に1貴二一ミ{;1;ズ、たようである。



 マ.べ真珠養一殖・を打つたが中ヰ。苧れ・.最近で一は北ボルネオのダー
 ベル湾で養殖が始められ・…戸8年・以降・毎年21・OOOケの千
 経真珠が生唾される見込みで,海外醸真珠と一の鏡台が予想され

 る。

 ところで奄,美大島に栢けるマベ真珠養殖事業り推移を辿って

 みると・3つ.の段階に区分で・きる・と、岩、う。(第2図)
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 菩,㌻薯に∵二

 ζ派
 マベ真珠養殖事業の推移

 .肌第十期は創始安定時1ポ歯.身期は・第・次世旅大戦後の混乱
 時代・廃3期とIして一・人工受精一して'枯貝採赦し.養成管理後真珠を
 一生産する人工栽培時代一で.あ一るが一,第1一期は,生産資源の母貝は一

 官律的変動を・する天然資源に依存しているとは.いえ,年庄司森取 尽、一

 壷を枇n・ケ内外にどと甲I事とい1自主洲で永舶約に確・
 一裸して柘り,生産技術は挿綾技法の独創改良で;l1…公開とし,経

 ・一「アー一



 営的には',独、旨自勺た個人又け呉1司経営によ'1二。剰濃ヨ遇及で,家内

 手工・繁的・規模で行構れたと勝ること一ができる.。そしてこの第ユ・

 期は・第・次血界大戦後の激化にとも乍い・輸出1市場・漁場が
 失われ事業を中止するに至一つたが・35ケ年という長いこの時

 代について少しふ考Iしてみたいと思う。一
 奄美大、・畠⊥のマベ真珠養殖は.,明治真3年猪谷壮吉,池畑未吉・

 両氏によ÷て・当時の東方村の油井小島と・笑久村と呼.ばれて
 いた儀小島において開始されているが・両氏の事案が順調でな

 く大正12年で一中止され・そ.の後・中・村十作氏に引継れた.。・←
 村民は新潟県の出身で.,一明治29年に一はすでた沖縄の宮吉島に
 おいIて了べの真嫁養殖に従事して栢り・猪谷氏らとは早くから
 関係があったよ.うで,大正ユ2年には女でに奄美大島において

 鮒一を水揚げし一でいるが、,一ヌペ真.嫁を舳て外国に輸出した功
 ..労者として永/記憶され・る''べ一き人と思.う。中村氏の事業は膿調
 に伸び;昭和IユIO年頃が最も隆盛を・きわめたといρれ,当時の.
 便用人が岡野良加栄,.西藤長饒,津田国臣,津留亀太郎,徳宮

 定ρ、一ら。一名;.根拠地6油井小島には・8畳の技工室・倉寧・2・5・
 X2間=の沖村氏1佳.宅,2×3間の使用人住宅などがあり,昭和
 ユO一～17一年の使用人給料は平均月額45円てあつ一たとい定)れ

 ている。挿核用の一最.貝はIユ日2円で多いキきはユ2名.の糸満.
 潜水夫をやとい,5月から約1ケ月間でユ,500ケ内外を採取

 して,母貝買受代金は,1ケ当り小型貝ユ5銭,中型貝60銭

 大型ユ2Q銭とIいう記録がある。挿核は通常ユO月～ユ1月の

 暗いご行われ,翌年2～4月の浜揚げまで,地汚・法で養殖してい.

 が・蜷死率はZ.3%≒いう好成績・で・中村氏の技法が極めてす
 ぐれていたことを物語っている。こ一の間,一中村氏'は当時アコヤ

 ガイ真珠の僚威であつ此藤田皇世氏を招き・昭和6年から9年

 1ヒかけて真円真I珠の養殖も試みて栢るが失敗に'終ったようで,

 成横。)よかった半纏糞韓だけを京都の自宅で裏張り洲士し,ス
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 ペイン,スイス,うラン'ス,エチ才ピア等に輸出していたとい

 われ・特に昭和2年に・は義.弔鐘山円治氏をニュ'ヨτクlF昭和.
 8年にはパリに派遣して販路の拡張に努めている。

 一方,中舟氏と時期を同く'して地元鎮西村押角の太平文一郎一

 氏は一,三重県出身の.浜田八十一八氏と共同でマベ真珠養殖を開始

 しているが,中村氏のような実績はあげられず昭和6年をもっ

 て中断されている。

 この時代g華.畔数と一頁鮎産額を・み・ると第・表のとおりで
 ユ㌻3の養殖場で毎年800～1,500円の水揚げがあり・特に

 に昭和4年1…は4,353円という渕年の3倍近くの水揚げが言草
 録されてい一るのが注目され.る。㌧'、I

 .第ユ表マベ真珠生産高
       真

       」'蟷し生産額
       ■.

       、

       大正ユ2年ユ994円
       凹…ま.II'一一一一山'■・■一'・・一・一針。・・θ一

       ユ4■]」300'

       15ユ2.工080

       噺口21.2コ。020
       3ユ2960

       4ユ24353

       51一1]。68ユ

       6ユ1985

       ワユ790戦後
       8ユ800i

       9ユ]・2.00'凹■一■'
       ユ01エユ97一昭和28
       11ユ]」50029      

  
一

       ■2ユー■5りO30i

     
  
i

       L」_____,一・1一
       凸一

 (嚇繊府大島支部水産課〕{. 吠島貯)
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 さて,第2次一此;一;と大戦後・止j美大島はアメリカの施政下におか

 れたが,当時のH・天然賃涼島の太二・舳凡博幸や地元有志
 等あ.婁詰・によって一;戦前一南津で海綿の養殖を打っていた光塚喜

 一氏は昭和27年,資本金6一一00一万円(地元51%,本社側49

 %)で奄美真捧繕綿株式会杜を設立し・;一以前行有パーした油井小島
 においてギベ真嫁養殖を再開した。をして時を同じくして地元

 民の一部の人は実久真猿有限会吐を設立して事業を始めている。

 この繭杜の真珠生産.額は第ユ表に示したように・再・開当初はか・

 一なりの水揚げが珪さ・れたが,・商社以・厩肥他の内・.地業著か5万個

 1とも1及ぶとい・われる大I壷の母貝差抱一外に癌山一し・社碗があうて∵'

 (曲知28年頃)I,二昭和18.年払降放睡・されて飽和状癌にあつ・
 た母貝資源を2～3年の間に濫獲しつく≡し;;昭和3.O年以来'慧i1;
 激な経営不振に陥り,奄美翼.駅だ…けが母鼻の八二[生産の技術研

 究といった画で存続している状態とIなってし㍗た、1こめよ.・う・
 に・帥・・年から昭和・1'年呼子1下喰芝I蝉苧㌧時代g苧..
 徴として・一生産技術は既成技術ミ9蝉準奉いし・は改良で・讐、寧.べ
 は会社組式による利潤追及であつ1木=寧過・・当競争,或いぼ・母.1景採
 取,漁場行使の無秩序のため母貝資源=を枯渇せしめ,必然一自勺な

 経営不振に陥ったことで・.賛坪の.月一然坤加鐙以上戸9監獲し1亡,
 資源猶渇を惹起・した代表的事制として指摘できると思う口

 枯渇した資源が回横するに1ミ相当・め年数を一喪するといわ一れる

 が,マベ・(つ場合で.も一38年製在回復6史し一がみえているとい三

 段甲である.1)ミ・たとえ・宰今.`こ国1復したと一しても・・第1期～琴二
 ・・ノ…∵榊5・O∴1∵の・尺㍗岬1待㌣一
 ないのでコ今.ま'一ρ以.⊥の進漢…二回一〇た芒)には,、㌧ニレr1筒による
 lll二j,のれ1'1㌫二一州・1:たいと.いう.。・/.・わゆる;ポ1;基1Iつよう1こ設.

 .l1二た。.・一1,`ピー.j1=㍗1-Il.;・7.・II∵・l1-ij、.1∵∴1=∵ハー・1,二生='1ニミi行



 の研究に従事せざるをえなかったことで,行政的に資金,或い

 は技術上6大きた援助があ.つ一たとはいえ1社をかけ'て研究業

 務に没頭した光塚喜下氏の熱意,執念は高く評価されるべきも

 の一である。

 光壕筑あ癌営する奄美真珠養殖株式会社が,鹿児'島本試大島一

 分場…共商一で技術研究を始めたのは,昭和31年愛から施行さ

 れた国の衛斐轟島=復.興事案の試験.研究部門で1⇒一べの採菌試験'
 が取上げられて以来のことで,鹿児騰大学水産学部和田教授の

 指導で㎏和'33年8月人工受精したものからユ10.ケの稚貝が

 始あて採苗ができ一た・。採歯稚貝は奄美真珠によって養成され,

 第3・図に宗青ど朽り,受精後約ユ与年で平均殻長64鰍,2ヶ年後

 でi44滋と一一珪り≡・;・3.ケ年後にはユ7・2鮒に伸びて挿核可能な

 サイズ孝一征って'36年'§一月人工生産の貝に挿核が行われ1翌
 11月には70ケの算1家を浜揚げして文字ど細りの人工栽培時

 代が到栄二した。
 第3図、マベの成長率と人工採苗稚貝数
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 第・図に記←たキ1ピ・・年払降人工採苗稚員は・・年
 …ハ・・年・・…ナと年々」=ら1如しつ㌧あるか1奄美群
 島復興事業の才丁きりと1司時に・水熱分砺との合同研究は中止さ

 、L,別個に研究を続けていIるが,3台年本試では6,44.8ケの・、.
 稚貝採歯に成功一し,偶然性が強く支鮒し不安定であ・った人工採

 曲技術はこ㌧に大きく前進し,計画日勺な大量採苗に・窮るい見透.

 しがついたと.いえる。

 以上・記してきたとやり;マベ真珠養殖事業は'・一昭和30年を
 契機として,生産技一殖,資源,及び経営的に性格はいずれも根

 ・本的な笈革を迫られ,昭和30年以前の原始的な家内手工業的

 養殖事業から・近代削た資本制経営いわゆる人工栽培時代が資
 源の枯渇というご一とを媒介として巨然一発生一し'だとみる・ことがで

 る。

 このことは当然先進地の産業・實子或いは技甲賀李の浸透が†
 予想されるが,すでに神戸,三重,徳島の3業者が,アコヤガ

 イ真珠養殖のため奄美大島に進出してきて,マベの真珠養殖を

 計画し。1部ほ実施に移っている塊状である。また,人工栽培.、

 時代にはいると.・秤苗←てから商品としての真珠を生産するま
 でには,前記したとお一り4ケ年年要するが、一この間の資本の凍

 結と管理技術あ.性椿・形態の変化にとも卒一い・大きな資本力と
 高度の技術が要二求され・今までのような零細な一経.営規模では到

 底発展は望めたいあで,今後は他の有力な産業資本.,技術資本

 を大いに観迎す。べきではないかと思われる。

 な柏・奄美大島g地理的条件や天然貝の主恩場所の特性から

 人コニ採苗は陸上の水糖で行われて細り・こρ室内孫菌から真珠
 を生産するまでの一運の事業が採算べ一スにの.るか疑問視する

 むきもあるが,本試分場の採笛成績則一ち,飼育水14当り50.享

 ケ以上の伺着稚貝が確実に採苗でき一だとすれば,ユ万ケ以上の

 採菌はかなり小規漠な施設でも可能である。稚貝採苗から3ケ

 一一・12一



 年後の咳入れサイメまでの経薮の原一価計算は■貫当り200円・

 内外にとどめることができ・みが,こφことは現在600円の高=、.・

 値をよんでいる天然貝より格安の母貝が供給き1τることになり

 マベ墓苧養殖事業は今碑いよいよ宰叶た.企業として成長する
 ものと思講れる。.

 ・一ユ3一'



 定置観測(11月分）
'.養.殖部

 旬別平均水温・比重(満潮時観測)

      一.1換算比重∫岨≡      1句、睾前岩戸二差平均前句養平年筆十ノ.ノ4一      一丁■μ・3一0.55一0.592686十0,.05       」

      辛十;;1一/。62一ノ。ノ5、26.9ク十α//ヨ十ノ、221'      一0.35一0.542Z/.2十α/5十ノ。0ク1一
      月平均2q3/ll'Z78i一0.792698.十α4/      一1+〃4官

 ○水温

 /8中4～。22。がCと変動し中旬にノダCまで降下した。下

 旬に入り昇温し平年。並の水温となったが,後半.甲び./8C台
 に降下一した?月平均水温一は10月よりユプC低くなり,平年

 値とは0.8℃低目とたっている。

 ○比重

 前月に引続いて高比重を示し,26.5～。27.3と次第に高

 かんとな・る傾向を示している。

 月平均・値は26.9で■O月より0.4と高く.なり,平年値よ

 り/.ノ高目となっている。

 11月の水温・比重の変動
22C1

 言ぺ、I域一(次1監)

 1∴ノ、1∴∴、
 ノ、.筆＼/・'†＼

 一'一rH一“T一[■『一

 /θノ∫・!2δ

 .一一14=L一

†
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 中ア魚礁あ開発1ζ関する中間報告

1岩一倉.栄.

 ⊥.目的

 鹿先島湾内の主な漁業はてジ,サバ、一カタクテイ.ワシ等を
 目的とした八田縄であるが漁場は大体,大隅半島及び一薩摩半

 島寄りの跳裏の魚礁の附近であり,沿岸漁業老との間・に紛争

 を・起している現状である一、そこでこ一の沿岸に多く見一られる魚

 群を積極的に湾の中央の方へ集ψ声方法はないもgかという
 のが動機となつて中戸魚礁祉設置するに到ったものである。

 このような目的で本年9月26日,27日に魚礁を投下し

 その集魚効果,耐久限度,或は垂下式とド・ライ∴アイス式と

 何れが百利であるか等を検討した上,今後,規模を更に大き

 くして投入するかしないかの指標にしたいと考え・ている.。

 投入後天だ亭.ケ月に過ぎずはっきりしたことは云えたいの
 で今回は中間報告として簡単に経過を報告する。

.皿設置魚礁

 垂下式とドライ・アイス式名ノケ

既設置月日

垂下式38年9月26日

 ドライ・アイス式〃一9月27日

 1V設置場所

 海潟沖合水深ノ40肌の位置

 V方法

 ユ)塞下式

 ドラム罐2ケを浮かしワイヤー口.一プ経ノ8醐,,長2010一

 肌を結び下端に6g晦の砂俵を土俵として沈めドラム罐から

 ら40肌の所に・経5～一/0脇・長4肌内外の松材/・5本

 ・を針金でしぱ一ったもの2ケを取りつけたものであ・る・。(ド

 ラム罐2ケの浮力392晦.,ウイヤーの重量200K穿,土

一16二



 .陵の涜」隆・九㌧は抄の・比率=を八5としで21'gOK穿・)

 2)一ドライ・アイス式I、.`

 之は垂下式の場合は大量に投下する場合浮標が航路の妨11

 となることも考え宇れ看ので考えたものであるニ
 ドラム罐/ケに長さ3m内外の松材7本を結付し,クレ

 モナロープ経/8鰍二軍・長さ/00肌に砂凌一20俵の土・

 籏をつけて投下し年ものである』(ドラム幡の浮力/96

 陶土籏の沈降力400晦)一

 ドラー二罐は海宙カ)ら40肌の処に浮かしてある牟之は水.・

 圧に耐えるため一に一投'入前にドライブーイスが注入してある。

 始めに投入準備が帯ったらドラム罐に海水を8分.程八れ・
 ・ドライアイースを注入し密閉する。固形のドライアイスは鼻

 華して高圧ガスとなり下士に取りつけたバルブ'から海水が

 押し出されるのを認めてれ投合した・納灘探知機の一説録∵
 では投入後/・一時・闘でも気準を発生し工いる・のが認ゆら枠て
..います・

 w..・投一入後の状況i一

 投入後は機会を二1㍗卿魚ヤ機で魚礁の有無・魚
 二三㍗呼につい㌻㌣∵が91月I!1日・用投入
 ・・j1叫率・}月を経過峠ソノ月・り日.迄浮上して栢1・魚群・1
 .一I時により可成りの毒坤瞭の開一で記録され㍍

 集魚鹸1とらい下.は引続き観察・が必要であザ今後も調査・
 を続けたいと考えている一。

 一■7一



 楓必一'要一二経二・;三,費三一'

 ・)垂下1式、、
 ドラ…ムーぺ.一鍵=.・一

 gイ㌃口・」プ
 グレモ.ナロー一:・プ

 松・'・I・1..二・'。=lI・・..材

 .、圭、、ミ.…、ザ、'≡、、.
 :。そ・二1一・、・9・牢、

 .,{.・言、.・.今罐
 クレー毛ナ.P.一プ

 .私一一.∵一Il、一1材
 吹ドボ≡

 そ..一9..一.他

 、2本

 ./8脳ノ丸I

 ・拙ち丸'一=

 ノ本一

 /8槻襯./ヌL

 /・盈乎..ち丸

 ノ0時

 .5,000・円
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 第1図　中戸漁礁設置図　第2図　バルブの構造
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 漁場観測速報（10月分)
 養.殖。都

 ユ旬別平均水温       .崩乎.紬温＼
       水成川」_里
       最高       '一一''一一1二観測地1宮輸←可へ最高・最低2ぶ024.4着。23142ユ6一1ちポ£       1

       。2よ42尖3..・・'23・6li2ユ3

       下句L2班2       月ミ平均1・2エ62一一ξ9/・一一一       1縦、奉ト姫二・
       副年差「0'
       ÷

 ・却:卵乎.19李温は∴前月1干北韓'して・ハ丘・一Cと低/二.
 .一々二1亨一一二三毒叩期に比べるき一媛叩方でα・卵1たっている
 程度で大学㍗又前年同一期の下句をI比綾すると最低が・人・
 Cで今年ば0,3℃高.目となっている。

 ○∵水・或川1では上旬ρ=記一録がたく月平均,前月差の比較が出せ

 ';1一,・が=中、三,下句を昨年1同期と比較すると・今月中旬で0.6～

 ノ。55℃膏・臣・..一麟旬.でも0.2'㍗α95℃高目となっている。
 ○蟻塁で.は,月平=均水温が.㌧前月一よ・り二3.0')3,/C低下し・/0

 .ザ岬、にこ凧亨・Pを記録してい㍍これは師平同期の資料が..
 一が.く・.比較で1,ぎ.た二も.ゴがリ上記3ケ所中で.里の。20.5つが最低と四

 千予㍗二る・デ.・
 9.1.竿一r.岬岬弾に・よれぱ・南西学島及び薩南海域の黒潮流
 .呼付岬㌣率一千年よりノ勺℃停くなってやり,今後も
 1艮1率筑域一五..叫辛1し1..た低めの水温は当搬き二更{干気象の影
 響1で例1年よ1句;早百に冷え込む見込みとい・一う。

 .一十・■9一一



1葛輪

 i瑚峰二種
 「「荷為日数

       ■■

       子ホラ'雑魚カタクチイワシ計

       瑚峰二種「「荷為日数上延出漁船数ノ02/05       一3324933230

       、'」'一一       漁獲二塁=49,500

       荷為日'数一/0一/02
       干。

       守煙出漁船数ノ42/42

       一漁'獲量一Y一一一一一'.一r一/,420!6,500
       一一

       ・百漁日数一4ノ05

       延出漁駒数3・9」94134       、下1暴焦・.≡850」・ノ03,950■凹       漁獲・量

       二。百漁日数242301一ノ2
       計.'莚出漁船教5/349,5689/
       ・漁獲量,439δ1/69…9・0ノク仏34ρ1漁獲  里i 4,390 1/69…950  /ク仏34ρ1

 2水成川.、一.

L

        句別無一種I一サ.バハ秒オ11I・コタ↑エビ1シビ1計
        .I一一

        有為一日数≡

      
  
I

        上延出漁船数一一1:
        漁獲量1一'1.

        有・漁日数'2ノ・ノj6.1
        中延出漁船数//5亙■一■I一

        一一

        漁獲鐙ノーノ335.458/

        百漁日数4一52.6
        ̀一■

        下殖出漁船数ノ。212663/
        ■。

        漁獲・量4才52956・}420

        百漁日数6ノ6.86

        23一よ29303/        計L→一'^`'         漁獲量59835一340ノ46420舳/ 冊1
一20+



亙漁.況

 ○葛輸I..・1

 総漁獲/ク4・340峰と前月より/7/・8ノノ鞠と急激Iな

 増加を命でいるが・こ㍗は前月までイワシの漁獲高jこ.ついて一
 は籠数そ・表現されていたため含めてなく今月から晦に換算謙,

 土されたため急増した'ものであらて今月分1こつ.いてイ・・ワシを一
 除くと4,390。鞠で前月より/,85/K穿増加したこと'になる二

 又これを魚種別に今月の言汁上がたされて志ミ、'ので比較出来な

 い。又昨年向期を比較するとイワシを除1、・て2599陣で

 .ノ,79ノ溜め増となつ一でいる。
 ○水成川

 総漁獲は/,539海となっているが上旬の漁獲がないので・

 月毎の比較は出来ないが,前月の漁獲と魚1.童別にみるとトビ」

 魚(・・3.・坤).の漁事がなきれなかった1山は変りない。.又
 中・下句だけをみるとサーバ・シビの漁琴が前月より一目平.?。て
 多い。又師年同期の中'1下句でサバだけで/・6.45時と好漁
 し・ているのに比較して今月は59'8K茅でノ・0471事も少なく

 Iなついる。

 二2ユー



 漁場観測速報(11月分）

養殖部

1一旬別平均水溜.

       .葛輸水成川里       鋼測地旬別最高最低。』一首上双同最・低』I']一眠1一岡最低
       上句2ノ。0I2αク2エ4。2ユ22ノ。52し1ク

       中旬4α62α32エ2一2252α8ノZ6
       一一'

       下句2ユ02ノニ420口2/呪7

       月平均.2ユ92202q82.α0

       [前月差一一        一一ユ2一/。9

       前年,十/。2土十26/前年同
 葛輸の月平均水温は2α5～2α{Cを示し,前月に比

 較し'⊂一3.ノ～一一ユ'9Cと低くなり,前年11同期に比較する
 と・2α7一)2.o.ポdで最低・で一δ、2℃、最高では十〇、ポC一
 高。目とな.ってし、る。

 水成川では月平均水温は、22,0'C～一22.9」C'で。低下

 し'⊂きI⊂いるが前月一月平均水溜.が出せないりで比1.支出来な一

 いが,前年同期に比較するとノ。2℃～。2,60と商目である{

 里では月平均水温は,20.0」C～20.81⊃で,前月月平

 均水温より一/.9～2.、2C低く一なっている.一

 西日本海況ノノ月中旬報によるとプ1・手卜1画.羊の一・部ではノ

 度前後低目めところが・あるが全般に暖い所が多くなってお

 り,今後は次第に冷え込みが続き,九州の近海では平年よ

 …)一低目と穴るが,全般には幾分高目ヂ続き長しようという.
 ことである。

況

葛輸

 今月は農繁坤にあたり出漁船も。少く。部穫高も別表のとお
 り非常に少くなつI⊂い・る。

山23一



 「馴魚種イセニビ1瀬魚ブ/ヒラスイシガキダイ.サワラiカツ.才ワカ1水イカ1タハメ1計
一下高1日数39

∴`1すll‡
獲量685/,785380

 里∴冷∵

ノ/ノノノノ

/5/53070

/2

///4

30 ノノ0

ノ3

/3ク

/
ノ

5029/0

/22ノノ/637

 ノ54530お029}ノ0耳8・274

 ○里村

 総漁獲あ274K茅で前月/5,～6ノ時に比較半減しI⊂いる。これを魚種別にみてみると,前月水揚中

 に海人軍4,ノ97晦を計上したため,これの水揚が今月はないこと,3,640K茅が3-0晦に滅じたこと
 等が圭困と考Iえられる。.又今月の漁後を魚種別にみると瀬魚が5・630時で68.0%を占め,次にプーリ・

 ヒラスが/4./%,イ.セエビ/3,3%の顔となつ'⊂いる。

一22一



ユ
タ

葛.輪
       ⊥■

       =句別ジ.イ・一I       魚種一I雑魚イフ'シ計
       ''・,I

       荷為臼数/3

       .上延出漁船数ノ030

       漁獲鐙40淳0/20

       有為日教ノ

       中姓出漁船数{・2

       ～煎獲量500

       荷為日数/0モ44

       下姓出漁船数55}9/5

       漁獲一豊。270/753/5

       百漁日教ノ/:5.・グノ

       拠出漁船一致二656ノ。452       .計1.、..漁獲量3/02!54351山460
水成川

 4351山460」

ド

1下

卜

計

         朝種.魚種シビ一八ガツ才コダイサバ鵡.1イセエビ1・計
         有為日数8/4ノ

         上一'■延出漁船数484257
         漁、獲量.575ノ40最寄り/20

         百漁日数ノクノノ

         中痒出漁船数'          ク3953

         、漁獲一量30・・530ノ2570

         1有為日数52ノ4
         出漁船数2676一/9'

         獲量ノ38/90/50ノ05         下'計「         有為臼数/4/ll/32。24

         延出漁船数8/4ぺ7/¥.・/29/9
         漁獲量一ク43.ノ401価002452μノ052.4531

 一八ガソ  イ七

 一挙・4一



 ○水成.川

 総漁獲ユ・453鞠で前月久539㍗り9イ千晦多ゾ漁獲
 をみている・これを魚種午1にみると.・コダイが∴=090晦.で
 40.7%を占め;次にシビが743鞠で30.2g名となつ1ている。.

 これを昨年同期と比較すると総漁一獲で7/3鞠,内訳で一はコダ

 イが/一52一匡1・シビが233甲とフきつ.1㍗.1又呼㍗も昨
 年の鮎紙数81芦に対トー;今年はノ9.6隻と増加しllい糺
 ○里村

 ・総漁獲ノ名.981∂噂一㌣ヂ=ブ4Klよけ806雫増加して
 いる。これを魚種別にみると.ヒラス,ブリが風ノよ0醇で58

 %次.に瀬魚が4465K茅・セ3ノ・一7%・次にエピ・ススーキ・スマ

 の牝牟つ1㍗.・・特1ご今月カ・㍗1ラー平11一.一㍗一亨卵1・準率年始
 ま・ち.1榊な卵岬1一一一ご1)る'こ.ξ'紅軍一と.な?てい㍍ン・・.
 .」1・平㍗.帥.!と矢。!岬待戸ミ1)・け午・㌃1一・いる…又卵り拭.漁
 二鼠ど比較1如と最一岬'妻1)つ一年一瀬隼はプーノー6・干竿∵㍗イーセ
 エ・ピー=一も・2.6二}.陣.と一何れ育.今月一が少なぐたうてき'⊂ト・ろ。.
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 11月のマグロ延縄漁況

漁業部

 //月に入りボツボツビンナガの一漁獲が目立つ.⊂きた。ン0

 月の=魚種組成を見るとビンナガは/z9%であ.った.が,ノ/月

 は3エ2%となりキハダがそれに次し・でし・る。

 一漁場は/6一～2^,//4㌧/33:貝一となつ一⊂いるが20
 N,前後/27も～ノ・3ポ宜附近に、釣獲率。2.0以上の海域が見ら
 れる。

 た栢,ノノ月の調査船は。2ノ隻(延/97隻,総約数2ノ.4./34券)

 てあつ走。又・・東支那海漁場では生餌Iを禦用して操業ザ⊂いる
 .が蹄、は芳し.くなくサメの漁獲が目立つ.⊂いQ一。

 ノ2月に入れば更にIビンナがδ漁獲は増すも一のと思われる。

 マグロ・カジキ計

 .ビンナガ釣獲率(昭和38年11月)  マグロ・カジキ計釣獲率（昭和38年11月）



 一般漁況(ノ/月分)

 衰鹿児島港入港船φ漁.況..'.
 上句)。・東海サバはね鈎一の就業船はノノ月中5隻となり2隻・

 が入港した。漁.場・探索は農林524,534,535,

 544区とN28。・亙ノ23。を中心午行われ534.区
 の2ポーノ0',/。23L20'～30'附近が主漁一場であ

 った。漁況は初漁期であまり芳しくIなく・ク～./0日
 操業で・…∴・….・1の中小サバ(ち～㌔はマ
 サバ)を漁獲した一。

 近海サバ天秤釣は前日に引続き活況を呈し,建久島

 一湊押合で一航海(4日～6日操業)で2,600陣～

 3,800・K茅の漁獲をした。魚体は体重/晦前後の大型

 魚が多1,、が,200～30-0タのノj∴型魚も.20～30

 %は占めている。

 出漁船は地元船を含め'て40隻位で興鵬港根挺は
 /。2隻位である。

 湾内八田網は前月1同様豆.アジ,小.アジを主一に湾.・口㌻
 湾中央部で/晩/00～200箱ていどの水揚をした。

 ブリは野間池方面の飼付ものが殆んどで。連日ノ00.

 尾(ノ尾3.5～4陣〕てし)どの入荷があつ一た。

 又ヨーコワは多量のへ荷はみられず.・一宮崎県の定温も
 のを若千みられI⊂いた(/尾/。5～ユ.0晦)。

 中旬)東海サバはね釣はや＼活況をみせ,28。一08,

 ノ2ポー30'・2ポー46ノ・/2・2㌧43'g一両海域で

 中小混り4909坤(2・隻)を漁獲。
 叉58。一20',ノ23。一30ノ附近には巾着網船/統一

 があって中小.サバ,.中アジ,小ムロを漁獲←運搬船は.
 /回3,ρ00～.4,000箱を水揚し一⊂いる。

 ブリはこしき島古画の約もの㌧入荷が目立ち,魚体
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 はノ尾7㍗8晦と大型魚が多かった一。

 飼付・もの'は連日'一一/.00N,'300繕`/尾35'㌧

 一4傘)の入荷が続き,か'なりなI漁批とみ一らμた口
 下旬)東海サバは毛。工鈎の漁場は前句あ巾着縄の漁村附近で

 漁況はあま一り'良はいようで・巾着卿幹の仲横み坤ξ
 なったものが目立った。一

 瀬魚一本釣は月間連目2～3隻の入港があって,漁..

 '場は七島,沖縄方面Iでノ航海.2,00'0陣～。4,000時

 '⊂いとの'水一場をなしIといる。

 又宮崎県船のノ.50事級はハ'ルマ、ヘラ.島東部海域で
 '9日。・操・秦,マニツダヨイを圭1と/よ、000'師の水揚をなし

'」0

 数・カツオ漁業.

 小型船の入港船ほ'わ一1すか.に6隻セーバノ2.3島・/隻平均
 3,350晦,大型船につい.⊂は表のと挿りで/0月より隻数に

 ・・して%'・・漁獲量ぽ…一一%一9減少・で一1,る∵.率平均の漁獲量は前月
 と大差ない。漁場は大型船で台湾の東方海域に集中している。

 小型船.はこしき島,七島・近海.。一“

旬
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山川一港

 漁獲二量・'/隻平'均

 ./4エ7・07一。12帖δ0I
 .2二2ク.408.2ユ700一

ノ33.o24ク22.200

 504362・=2/、900

破.'騎港

 隻数漁、獲量

'/0240,000

ノ/260.000

8278000

29タケ&000

/隻平均一

=24.000

23'6.000

34.700

26.800

 激旋・網漁業

 ,漁場は.片手・双手と一もこしき島近海に集中一,若干野間岬沖も
 ある。魚種組成は⊥句サバ50%,ムロ26%,アーゾ/7%,一

 中旬ムp.30%・一アジ40・%・=一宣デジー/一8%■一サバ/7%・千
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 ダイ/4%・下旬キダイ58%,Iキビナゴ/8%,豆アジ/6

 %となつ'⊂いる。又ブリをよ.匂に∴7149雫一・中旬2∴/ク0.
 晦・下句/,ノ57陣を漁獲してい.る。

 串木野港・一枕崎港

 旬統数漁獲鎖省)ノ統平均鯖).統数∵I漁獲量鯖)!一統平均鯖)

 上209,734・486

中.5/20-503夕一402

 下7/、3/9。・ノ88

 計ク83/,562-404

3800/,266

i202/4,30.0650

・・42.700675'..

 292α8ρ0Z/ク

 轍ブリ飼伺蹄業(山川の分だけ)
 山川沖の飼付漁場は,平瀬,梶ケ瀬(鹿児島湾口)で参る。

 漁獲豊は下句でイ目平一切/0本一,中旬は20本一,下句になると

 /90本と・句を追亨に従フて増加し・個。体の重量も表のと抽り
 増大している。

}.川港

 句隻・数漁獲量㈱一本数一./本平均重量陶
 上935・/

 中・//・/,3.イ8

 下ノ4449.5
 言F348/64

58-60

 208、今3・
Igし6・.5・

 /.2-3/・..・6。・.6・..

 ※曳縄漁業,

 山"!根枠の漁場は開聞沖から佐多岬沖或は佐多岬章)ら慶久島
 沖である。一方枕崎は枕崎港外の立神周遊p又こしき島から宇
 治群島。

 魚種組成はヨコ75ρ%,ヒラースーぶ0%で中にはハ珂ツ才も∴
 混獲される。一
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 山・力1港

 旬隻数獲.、童㈲ノ隻平均等(9)
 上ノ9・334/7一

 中ノ559940

下/370二854

 計4-7,∴64'/.3.5

 轍上こしき島概洗

 /、旋網漁業:極め.て好漁である。魚種はアジ,サバである二、{

 が,/ノ月上旬にブリ.を∴400本,チダイを3,000時

 と漁獲し一⊂いる。

 2、ブリ飼イ寸

 漁場は里村の犬島,上こしきの土々呂,同1じく縄瀬の3

 ケ所,/0月は全々漁なく//月は犬島の漁場だけに残っ'..=。

 たが,/0頃からノ日/隻・60～ノ00本の水揚げで/ノ

 ・月中の漁獲鐙は約7000陣。,!本の重鐘は平均5晦日

 3、地曳縄

 キビナゴ・はノ0月上句・丁としきで初漁1、上こしきば・!/一

 月下旬から獲れ始め平良,江石,里と噴二」次北上してい'み。・

 今冬は例年よりノケ月程おそいボ魚群。.は大き'く,一網4.00

 ～/、000箱と好成績。.

 ※志布志湾にマイワシあ来游

 ノ2月の初め,百明国]あバツヂ網2統が・25・0貫位を'漁獲し

 た。体長はソ7～/8脇位',/縞/1300円で売机たとのこと,.

 が,改良普及員の画技師から連絡があった。詳細な漁況及び標

 本を依頼し.走。今後の漁'挑が注目され一る一。
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☆☆.・☆☆☆☆☆☆☆☆

 ☆各。部・。の動'き☆

☆☆.☆,☆・☆.☆.☆1☆☆☆

 ○業部

 蜘ノ/月ノ0一日冷水対策及び漁況海況の海洋観測のため出

 港していた.照市丸は22日帰港した。観測途中N.28-50

 戸ノ。24-00でカツ千.g大判を良一纏一で釣獲し,N26-
 48,瓦/24-47で魚群を記録したので停船してハイ

 カラ午縄(・・本付)㌣験したところゴマサ/lを・・I
 尾,ムロノ尾が一気に釣オした。しかし2縄'目.は全然だめだ

 .つ㌧サバ.は㍗叩=内外(…)一・…～…牙・
 ムロは24脇,/608のもの,この模様を漁業無線局を

 適じて専業船に連絡した。海.洋観測と同時に定線の魚群調一
 査では,魚群数は前月より3倍強の一出現で特に口永艮都島

 よ1。即か多か?た=そ←一1、峠㍗/.・沖合に多/・.師
 したのが今回の特徴下.亭ろう.。

 蟻曳縄漁業試.験に出漁1中の「かもめ」は20日痛港,291

 日再度出港した。途中大根出沖の一沈船魚礁の効果調査をI実

 施した。即ち一入工海藻と松葉とあもので,魚群豊指数で

 は人工海藻は松葉より/5倍も・多く分布していたこ一とは今

 後の指1針となろう。

 蜘照南丸は/2月分ρ冷水調査のためノ2月3日出港,一'8

 口帰港・中./日おいてノ0日には沿岸定線魚群読査に出港
 しノ。2日帰港した。魚群数は次減少の傾向で,特に鹿児'

 島湾が著レい。全体でばん2月は42月より/に減少し,

 沖合が増加し沿岸が減少している。

 O。}養∵=殖.部
 .※第2回目のアワビ人工採苗試験を//月26日～ソ2月
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 6.日こしき鯉椅にて串張実験を一行っ午
 産卵誘発の方法は敵回伺。様単L,反復温.塵剣戟,空中

 露出によって4回の笑・験・を試みた・が//.1月28日と/2

 月/日2回に百って受精が杵講れ・初回に24個,2回

 目にはノ0α000個以上に及ぶ大量Ve'19i吋を得る

 こと.に成功した。

 更にこの幼生を/2月5日～6日に試験船がもめ丸に

 。て/3時間30分宇裏して当本試案。験室に海上・輸送を試
 み一仁。その結果・途中の時化によ手ショック・と水温.・水
 質等の変化によって,形成された殻が脱離して清遊し'⊂

 いる一ものがみられたり,輸I送後,3～4一日の付着期に人

 る・までに大量の蜷兆一をみ一⊂輸送方・法,時期等について再

 検討をせまられて.いる。特にノ/刀自28日に受精し底棲

 I移行期に達し'⊂輸送したもの1…蜷死が少いことから輸送

 付着し.'⊂からつ・ま、りI・受精後/0目以上経過して輸送を.
 たすべきでは.ないかと考えら一れた占'

 なお生き残ったもの一はパ3～4日毎O換水と。hae寺,、

 tocero畠・sP,Plaltymo口aε・付着珪藻類の投餌一を行
 い,塩.ビ水槽I,ガラ.ス氷糟で飼育を統・け'⊂柏り,ノ。2日

 ・目には周一口殻が形成一され30'0～34一シに成長したも
 めが認められ一⊂き'⊂いる。

 ※ノリ施肥試験

 拙水漁場・での肥料鏑柘よる施肥試碑を琵続中で,//一
 2ク.日,/2月。23自に第3・,4回.の水質調査をした。

 .なお/2月./3日は一,ノリ・品質調査を併せて行い,

 二料は分析中であ'る。一

〇調査部

 ※麻酔薬1とよる魚類輸送基礎試験

 .、麻酔薬.アミ・ル。アルコ.1ル,砲水クIローラール。。MS22一ε,ク
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 レトン等の試薬でマアジを用い一⊂麻酔試験'を打つだ。

 その結果,ク。ロレトゾ,砲水クロラールは蘇生がおそい一

 ようであるが,ア.ミ.ルアル.コール,Ms222は早く,一応

 利用中.来ると帥身・・るので・今後各魚種について試験牽続
 行.し.⊂みたいと、恵ってい一る。現在第ノ回基礎書式験は資料を

 と.りま一とめ中。

蝶海産魚蓄養試験

 蓄養中のマダ.コ産卵は・フイヒ後特子ットを用いて動物

 性一プランクトン等の微生物を与元た舛,収容生簸の金網の事_

 影響舳1か・全部艶死した^お残りのマダコ・は先般鹿.
 児島市場1…出1有した。.他のイセエビ1チダイ・カワハギ・

 イサキ等!ま/2月下旬出荷予定。・
 ○製造.部

 巌加工原秤としてのカツ本類の凍結貯藏侭壊する試、験(・経
 ・続)。一

内臓餌料化試験(経続)

 アジ冷蔵中に於けるたん白の変化につドて
 )一時・多魚獲され角マメーアシα高産利舟を図るため.干

 原料学賞研究を併せ・冷蔵中に㍗る各年ん白の雌ザ
 ついて試験経続中。

乾燥機設計,製作

 苧0づ枚程度.去収容し・可動的乾燥機を設計,.製定,

 試運雫を行い現地畔置(価格!0甲∴
西日本漁業経済学会出席

 水産加手動向調査(博多・下関)

 、一33一



☆☆☆☆☆.★☆☆1☆.☆☆
 ・☆奄美短信☆

 ☆☆☆☆、☆翁☆一☆☆'☆☆I

 最近.・瀬戸内湾や焼内湾それに寵郷湾に本土から真珠業1者が・
 捕しかけ一⊂漁場らし1一・漁業は,殆Iんど筏が浮くこに一なる一らしい。

 なかには昨年本土一で異状.寒波による蜷死のため,今年もこの寒

 波を予想して避寒漁場にしようとする業者もめるとか。'英一際避

 寒1こ使一うかどうか'はわからぬが,とに。」・く優秀な漁場を持つだ・

 漁協は,ポクホ。クで寒波よ更に強かれということのようである。

 ところで,当地一方の冬季φ水温は,最近一下ったといρれる昨

 年でもノ7Cま一で,今少し十った方がよい珠が出るだろ・うと思
 われる飾加多い。

 陸では.,昨年り寒波で熱帯栖,物.の業率が破産寸前に追込まれ
 たというが,海では真稼業著が昨年の寒波よ今二度と一祈ってい

 る。・冬を間近に捷牟ての複雑な華美である口

 次に奄美の真珠業者のあったで帥㍗ているr真珠プル↑ス」。
 を紹介します。どれ:まF一島gブルー.ス」の典でうたうのだそう
 です。

 一・.夢をぬぐめに今日も㌻午
 たぜかうれしい毎姦の.つち

 ひめ'C1午つが一レ.い
 珠入れよ一,珠.入れよ

 二、海もまぱゆい筏の真.えで
 話しか'けそうな、真珠貝

 だいてう言τしし・・

 思出よ,.思出よ

 三・北風寒いしわす、の頃は
 娘やさし1、・ほおかぶ』り



 奄美じまんの'I

 嫁を出す一,珠差出すよ
作司宮本長.幸.



 ☆☆☆☆★☆☆一☆☆一..

 ☆分.場目記.☆

 ☆、☆☆☆☆☆☆☆一☆

○

轍

麺

庶務係

定扇査実施/2月7日

製造係

 //月中,下旬にかけ'⊂キリンサイの加工試験を実施し

 た。なかなか思うようにゆかないが,どうやら目途を得た。

 ノ/月下句,ウニ基本調査,全くの排卵期とみえ'⊂流卵

 多く,歩留4%弱(殻付換寡),加工時期は遠く過ぎ去っ

 た感あり。

 師走を遜;え工場整備,備品点検季実施中である。
 養殖.係・一.1
 基本調査としてトコブシ棲息状批調査を実施中であるが

 時期的にも遅/又悪天候の選続で子ムースにはかど.ら.な1㌦
 本年の採苗稚貝・ク㍗ヨ・ウ坤方はその後の.歩留1よ・
 く,順調な一成長を遂げているが,㌘べ稚貝は受精が遅れた

 ので放養.時に充牟た成長をしてい本かったためか・その後
 の歩留りが悪いようである。

漁業係

 宇検村平田のムロ漁業生産組合結従来の四張網から棒受

 網へ切替の準備中であるので・嘩網につ/・ての鉛の装備・・.
 漁具などの調査指導をなす。
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